


千鳥屋本家 飯塚市本町4-21 TEL 0948-22-0831

南蛮渡来のカステラ、丸ボーロを起源とし、豆餡を活かした千鳥饅頭を生み出した千鳥屋本家。
そしていま、ヨーデルンを新たなブランドとしてみなさまにお届けします。

時の街道に華をそえる
千鳥屋本家で観る「後の雛（のちのひな）」
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Photo & Directed by OFFICE FIELDNOTE

◆ 会      場／千鳥屋本家 飯塚市本町4-21
◆ 開館時間／10：00 ～16：00  ＊入場は15：30まで
◆ 入 館  料／無料
◆ 駐 車  場／普通車駐車場完備

◆ 主催／千鳥屋本家
◆お問合せ／飯塚市役所 商工観光課  飯塚市新立岩5-5
　TEL 0948-22-5517  FAX 0948-22-6062
　shoukou@city.iizuka.lg.jp

筑紫雛で再現した後の雛

９月９日は重陽の節句として知られます。無病息災や長寿を祈るこの日に、本来は３月３日に飾られるお雛様を再び
飾る風習が、江戸時代に行われていました。これを後の雛（のちのひな）と呼び、菊玉などを供えます。
さらに播州室津（兵庫県たつの市）では、永禄9（1566）年１月に黒田官兵衛の妹と伝えられる姫が室山城に嫁いだ日の
夜に龍野城主に急襲され討ち死にしたことから、鎮魂のためにひな祭りを８月朔日まで延ばす風習が広がりました。
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